
第24回　岐阜県′1､学校算数科研究部会　岐阜地区研究協議会　提案資料

～6年｢場合の数｣の指導から～

1.主題設定の理由

私は昨年度まで中学校に勤務してきましたoどの生徒もr数学ができるようになりたいo

分かるようになりたい｡｣という思いをもち授業に参加していますが､これまでの学習の積

み重ねの定着に個人差があり､うまく課題解決ができない姿も目にしてきました｡既習事

項の確認や個別の対応､仲間との学び合いなどのもと｢できた｡分かるようになった｡｣と

いう変容が見られると嬉しく感じてきました｡卒業時には､ ｢数学の授業では､問題が解け

る･解けないが大事なことではなく､既習事項(情報)から必要なものを選択したり､そ

れらを用いて粘り強く取り組んだり､周りの考えのよさも取り入れたりして物事を解決し

ていく姿勢を学んできたのだから､今後の生活でも鍛え続けてほしい｡｣という話をしてき

ました｡目標に向け努力すること､それができたときの達成感を味わうこと､またそれが

次の目標-の意欲につながるというサイクルを生徒とともに大切にしながら授業を行って

きたっもりです｡毎時間の授業において､課題解決に向け､何をどのように使って解決し

たらよいのか･そこにはどんな意味があるのかということがはっきりしないために困惑す

る姿があるのだと思う｡何のために何をどのように使って解決するのかを､生徒が自分な

りの方法で明確に表現できたときに､ ｢できた･分かるようになった｡｣という喜びにつな

がると考え､思考力･表現力を大切にした授業を仕組んでいくことにしたo

大小2つのさいころがあります｡この

2つのさいころを同時に投げるとき､出

る目の数の和が7になる確率を求めな

さい｡ただし､どちらのさいころも1から

6までの日の出方は同様に確からしい

ものとします｡

36通りの中の6通りだから1 /6

1左の問題は､全国学力･学習状況調査におい

て､事象の起こる確率を求めることがセきるか

どうかをみる問題であるo正答率は57.9%であ

った｡事象の起こる確率を求めることは､実生

活での不確定な事象を考察する際に必要であ

るが､全体の問題の中でも正答率は低いもので

あったo ｢同様に確からしい｣ということの意

味や起こりうる場合の数を正しく数えあげる

ことができない生徒がいると考えられる｡
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学習指導にあたって､起こりうる場合の数について､樹形図や表を使って正しく数え上

げることが大切である｡実際に中学校で確率の授業を行う中で､図や表をかく活動を行う

が､樹形図や表などを自分の力でかくことに抵抗感をもっている生徒は何名もおり､思考

がストップしてしまうことがある｡しかし､学び合いの場においては､図や表をもとにし

た説明で理解を深めることができる｡図や表などに表すことは､論理的に考えを進めたり､

仲間とコミュニケーションを図ったりするのに有効であるD

今年度から′j､学校勤務となり､ 6年生｢場合の数｣の指導においては､図や表などをもと

に､根拠を明らかにし筋道立てて考えたり､それを用いて仲間とのコミュニケーションを

図ったりしながら学ぶ意欲を高めたいという願いから本主題を設定した｡

2.研究仮説

単元を通して身に付けたい見方や考え方を明確にし､単位時間において算数的活動を位 

置づけ､仲間との学び合いからよりよい考えを見つけ出していける指導援助をおこなう 

ことで､思考力.表現力が高まるo 

3.研究内容

【研究内容Ⅰ I

単元を通して身につけたい見方や考え方を明確にした単元指導計画の作成

①見通しをもって指導するための単元指導計画の作成

②学習環境の整備

【研究内容Ⅱ】

思考力･表現力を高める単位時間のあり方

①活用の場が期待できる教材選定

②個や場面に応じた指導援助

③コミュニケーションを高めるための学業指導
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4.研究実践

【研究内容Ⅰ 】単元を通して身に付けたい見方･考え方を明確にした単元指導計画

①見通しをもって指導するための単元指導計画の作成

単元目標(1)落ちや重なりがないように頼序よく調べることの有用性を理解し､日常生活や今後の学習に生かそうとする意欲をもつQ 劔劔劔 

(2)具体的なことがらについて､記号を用いて簾潔に表したり､起こり得る場合を図や表などを用いたりして､落ちや重な 

りがないように額序よく訴べることができる○ 

衰如=≡産着緩鮭三章≡ 箔｣ｨ��ｨ�ﾈ自?�ﾒﾔﾈ+�｢� �� �� � 

漂.≡.=野.p=≡書.芋茎 �������險������ 劔華 �� ��
茄 �� �� ��チ ���� 

並べ方の意味 ��ﾓH,(,ﾄ5�,ﾈ��.雲ｸ,�,(*(,H,x/�,亜�.雲ｲ�*ｨ,X*ｸ.�*�+(-x.h*H�ｲ�関)記号化することの よさを生かして場合の �� �� ������

芸を理解し､図や表 剪���｢�零 ���� ��甲十 

慕,を用いて落ちや 唸輊*(,(*ﾘ-ﾈ-ﾈ��*ｸ�+r�数を調べようとする○ 

≡壬≡≡≡萱≡重なりなく並び 售�MImｨ/�ﾈ�-ⅳ)MH��IMH/�:�*�+YUﾈ,�+x.��知)並べ方のすべての 

蔓;ミ…………方を調べること 唳:�+hｴﾈﾘh/��*ﾒ��ﾒ茨xﾆ��ﾒ�,儷ﾈ+r�場合を､図や表を使つ 
霞≡≡≡ 寮 �� ��

≡喜芋ができるo 栃��OS霎�I?�H蕣I�H,ﾃH顥}�,ﾈ4ｨ�ｸ6��て落ちや重なりなく調 

Qいくつかのものを順番に並べるには､図や 表を使うと落ちや重なりなく調べられるD~ �-x.兩ｹd�*ｩZｨ*�.�"�

ある観点に ��考)観点を決め､落ち や重なりがないように �� �� ������.､一着 ≡≡≒…≒≡目して､落ちや重 ��ﾙUﾈ,iz�,ﾈ+rﾘ,H,ﾈ�_ｸ/��ﾘ.)Uﾈ/�諄,�,I+"�-x.h*H�ｲ��� �� ���� ��

壷 ��

ヽヽ 稚b��H�(唏-r�-′､ミ �� �� ������ロ ･同様に.1回目が裏の場合を図や表をかい 唸.��ｶ�兔�-y_ｸ,ﾈ+x-x,H,ﾂ� �� �� � ��:二､.二二 

;圭三三…三よっに､並-方の 劔 �� �6����

A �,I+(-x.��場合を､図や表を使つ 
;ミ…≡≡三…三す-ての場｡を 劔 ��亅�� ��莱 

某順序よく調べる 栃��OS�*芥*H,ﾃ(顥}�,ﾈ4ｨ�ｸ6��て落ちや重なりなく調 

安…ことができるo ��ｸｴ�+�.雲ｸ*｣),ｨ.�*�.�.�,ﾈ/�*(*ﾘ,(*兔�-r�.��ｨﾘx,�.�I�ﾘ.)Uﾈ/�諄*H,ix�+�.(�,�.��,�*ﾙ+(-x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.放��べることができる○ 

A ��ﾓH6��ｸ8�,X韋ﾘx/�+x.�,h*ｸ,ﾉ�x-ﾘﾘx.ﾘ+�/���ﾘ.)Uﾈ/�諄,�,I+(-x.h*H�｢�X�ﾆ��ﾘ.)���ﾙUﾈ/�*�*(,I+(-x.��考)記号や図などを適 切に用いて場合の数を 調べるo �� �� ������
組み口わせ方 剪�亘 j �� ������

藁の意味を理解し､ ‡図や表を用いて 劔佇"�剪� 

義 ��* � 

妄落ちや重なりな 唳:�+i�x-ﾘﾘx.ﾘ+�,亢8,8*ｸ���+r�表)組み合わせのすべ 
繁華 -i-L: � �+�ｴ2���

≡≡≡…≡く組み合わせを ��ﾈ��OS��ﾆ�ﾄ2ﾄCH顥}�,ﾈ4ｨ�ｸ6��ての場合を､図や表を 

≡;務調べる-とがで ��ｹ�x-ﾘﾘx.ﾘ+�/�+(-x.��ｨﾘx.��ﾘ.)Uﾈ,�*�.x.ﾒ�使って落ちや重なりな 
早 う i 弍ﾂ�i ����iw"� 

≡三幸≡≡きるo �+X,Ix�+�.(�,�.�,�*ﾙ+(-x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�+ﾘ+�+ZI¥�-y_ｸ,h��,�,H�MH,ﾘｭhﾅx,�H,ﾈ,R�:�+h.�,ﾈ,ﾘ��+x�ｲ�く調べることができ るo 

茸練習 �� 
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【研究内容]日.LLi考ノ) ･表現ノJを高めか削立時間のあり方

①活用の場が期待できる教材選定のl二人

第】時の授業では､本中元-の興

味･関心を持たせたいという思い

と､これから学習することが､ど

んなことに活用できる〝)かという

ことを感じ取ってほしいという願

いから､教科書の問題ではなく､

身近な場面を教材として取りl二げ

る工夫をした‥

教科箪垣間嘩 ��xｽ�)驂8ﾘﾈ/�竧.(ﾅﾈ+�+ﾘｭH･b�

遊園地で､ゴーカート､観覧車､飛行機､ 做8ｧy{xﾗ8,ZHｾ�ｧH鮑��?����唔�I�R�

ボ-卜の4つすべてに乗りたいと思いますi. 壷fﾘ蓼ｭI;�,ﾈ�ｳH9h�*ｨ6�4h6(4�7ｸ4892�

乗る順番を考えると､全部で何通りの乗り万 �,(,H*(-ﾈ+rﾒ鞅8*ﾘ�MH/�ﾖﾈ*h.�,jI�2�

があるでしょう.､ �,ｨ.�,ﾈﾗ8*ｹ_ｸ*ｨ*�.�,X+X.X*B粐��

f-どもたちは修学旅行を一一週間後に控えとても楽Lみにしている時期であった,遊園地

で乗る乗り物J)順番を修学旅行で行くポイントの順番に変えただけであるが､廿分たちの

身近な出来事を教材とLたことで､関心が高まり､進んで記射ヒに取り組んだ一㌦行く順

番を見つけたりする活動につながった.

また､学習を終えて､実際の場面で算数の授業で学習したことが役立っことや､図や表

に書き出し臼に見える形にしていくことで24通りもあること-の驚きを感じ取ることがで

きたElまた､形式的な計算で24通りを求めることよりも､全部書き出してみて､そU)中か

ら､自分たちが行くコ--スを選ぶことの方が役立っことや､図や表を榊､て順序よく処理

していくことのよさも感じ取ることもできた一.

身近な場面を教材として敢lH-_げることは､ FどもLZ)興味･関心を喚起するだけで

なく､学習したことを実際の場IBl-で活用しようとする姿につながることが期待できる._.

修学旅行の計画には間に合わなかったが､これから体験する行事などで､起こり得

る場合を考え実際に行動してみることで､さらに学習したことに宵月j感をも-,てほし

い._.
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(訓司や場F刷こ応じた指導援助のあり方

～僻人で追究する場における指導援助のあり方～

課題解決に向け､どの児童も同じペースで取り組めるということは困難である(.しかし

どの児童も｢できた･分かるようになった..｣という実感をもたせてあげたい.I.そのために

は､個に応じた指導が必要になってくる1..そこで､児童U)実態を分類し､必要な手立てを

設けて実践した｡

牢決の見通しをもたせる_L夫

･問題場面のイメージ化を図るE一.

･具体物を操作させ解決への見通しを持たせる.,

起こ｡得る場合の数を図や表などに表すことが困難な生徒は､前に集め回､回､

垣､回などのカードを操作させることを,1iい､思考の援助を行った.､各桐涙って

からノーートに樹形図や表などに表し解決の見通しをもたせることができた′.

どの単元でもこの支援は行っており､進んで前に来ることはできるが､同じ児塗

が集まり､教師に頼ってしまうという意識も見られる.まずは､自分で考えさせる

時間を十分確保した上で集めるなどの配慮も必要であう...

どの単元でもこの支援は行っており､進んで前に来ることはできるが､同じ児童

が集まり､教師に頼ってしまうという意識も見られる.まずは､自分で考えさせる

時間を十分確保したl-_で集めるなどの配慮も必要である._.

図や表に表せ

た児童

自分の考えをしっかりもたせる

･図や表以外にも言草の説明を加え補う,

･多様な解決を促す. ･ペア交流などを実施する...
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第3時｢組み合わせ｣の授業では､前時までの

順列と異なり､順番は関係ないので同じ試合は省

くことが必要になってくる｡机間指導において､

樹形図や表に表すことのできた児童で､同じ試合

を消したり､省いたりしたものに､なぜそうした

のかを言葉でも記述するように助言し､前時まで

の学習との違いを明確にさせた｡

～学び合いの場における指導援助のあり方～

話し合いを焦点化し､よりよい考えに気づかせる

･対立や違いのある考えを取り上げる｡

･話し合いの形態を工夫する｡

･話し方､聴き方g)指導o

書戚表3 舒ﾆ佶ｲﾂ����� 佝R���箪 

･哀:崇. l勺..奏 劔 

請 ･舟 剴｢ﾕc｢褫ｨ+8+茯咤簫�+8爾罎�+�ﾓb粐ﾕF�粭坪ｹ�ｽ����十 ��

同和莞翌璽一三詰滞 剴ｨ蹂�E��ｸ�"�

学び合いの場において､図や表などを用いて自

分の考えを表現するとき､違いや対立のある考え

方を取り上げ､仲間との学び合いからよりよい考

えを見つけ出すことができると考えた｡第1時で

は､無作為に書き出したものと固定したものを取

り上げたが､並び方を考えるときは､無作為に並

べるよりも､固定し順序よく調べることが大切で

あることを発見できた｡またそれを上手くあらわ

すことのできる樹形図のよさについても気づく

ことができたr､また3時間目､組み合わせでは､同じ試合を消したものと､そのまま残し

たものを樹形図で比較したo　これまでの学習で､樹形図が児童にとっては､すっきりとし

て分かりやすいものであったため､樹形図に焦点をあてその違いについて話し合いを行い､

同じ試合は消すことを発見した.)また､樹形図以外の方法をその後で確認し､そのつなが

りや､同じ試合を消すという共通の考えを含んでいることに気づけた0

これまで､ペア交流をあまり実践してこなかったが､小集団での意見交流を行うことで

よりよい解決方法を追究する意欲も高まると考え､今後の授業で多く取り入れていきたい｡
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(診コミュニケーションを高めるための学業指導

思考力･表現力を高める指導の1つとして､学業指導にも力を入れてきたo　自分の考え

を相手に分かりやすく伝えたり､仲間の考え方からよりよい考えを学び新たな知識や技能

を身につけたりできる話し方･聴き方に取り組んできたC.
il.こ,
'･F　モ■

(6年生:聞く)

･話し手の方を向いて聞き､自分なりの反応をする

･仲間の意見に対して､考えながら聞き､必ず自分なりの反応をする

･話し手の問いかけに反応しながら聞く

･話し手だけでなく､話し手が説明しているものに目を向けて聞く

･仲間の考えとの相違点を考えながら聞く

･仲間の意見のよさに気づきながら聞く

(6年生:話す)

･聞き手を見て話す習慣をつける 

･｢賛成でJ｢つけたしで｣といった立場をはっきりさせて話す 

･聞き手の反応を確かめながら話す 

･自分の考えの根拠となるものを指示して話す 

･仲間の考えや既習事項と比べたり､つないだりして話す 

･自分の考えの変化や深まりを話す 

(前者の意見との違いについて､根拠

となる図を指示し､相手に問い返し発

言をする場面)

私は00さんのやり方と樹形図をかくと

ころまでは同じですが､そのあと少し違い

ます｡ (省略)

AとDで試合をするのとDとAで試合を

するのがありますよね｡

でもこれは同じことなので､一一万にはX

をつけました｡ (省略)

数えると1, 2､･ ･ ･6なので全部で6

試合だということが分かりましたo
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て=3,i-.顧pl=Y;-?=;-yT=二二一一p:芋~L済､'わたしは､樹形図ではなく､表を作- 
:~薪 劍,I+(-x-ﾈ+X+ﾒ襁��

i=;:~≡'ぎ態軒 ��まず､同じチームどうしは試合ができ 

三≒喜≒軽 � �,�*%R�,Y�/�処*ｸ-ﾈ+r褪��

ここは∧対l3の試合で､隣は∧対CU) 

嚢某誌芋 L-R<.I-I. 劍韋ﾘx,R粐��ｸ/�,(*�-ﾈ+r����

下の段は日対Aの試合ですが､さつきA 幣関野琴野襲撃誓誓言蜜 
対riで試合をやっているので○を書き 

(前者との比較や根拠を示し発言) 
ませんでした._,(省略) 

ーの線はA対l与の試み尤あFわしイ 劍+�b�.h*H,�+(-x,H*(*ﾘ,jI�9YH,X�ｲ���
～-7H2rつ_-し います､この線は∧対Cの試合-.ついた6試合だと分かりますl というように､さつきAさんがやつ 

た樹形図のここと同じことを表して

いますよね.1

次にこの練は7号対∧ですが､ ×を

つけたのと同じで､もう試合をして

いるので数えません｢. (省略)

このように調べると線の数の6試

合だと分かります.-,

(樹形図での発言者の考えにつなげて発言)

話し方･聞き方の学業指導は､算数の時間だけで成立守るものでなく､すべての教科の

学習において取り組み､よさを児童と共存し合ってきた.

算数や社会科の授業においては､ IILl分の考えの根拠とf亡るしぎ]や表などを指L示し､仲間

に問い返しながらの発言がほとんどの児童ができる‥　また､発言者ではなく資料を見て話

を聞くという姿勢も身についてきた_　しかし､仲間の考えにつなげて話すことや､臼分の

考えの変化や深まりを話すことは難しく､意図的に仕組んでいくことを今後の課題として

いきたい一.
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r話す･聞く｣のめざす婆

段階I �&丶ｷFﾂ�段階llI 

掃 �)�9[yeZ2�｢柵llJ反応しながら聞く �)�9[x*ｳ�ﾆﾄｩNH-y[x*ｲ�
く 刎(+X訷,��ﾈ/�ﾏﾈ*�,I[x*ﾒ�うなづく �6�986�5H4898,X麌+r��

･発表の中で仲間の発言とつなぐ 

rあ～､いいね､う～んなる 唸-ﾈ,h-�,�(��+8/�,ﾈ*�*�+�,X���

ほどjなど声に出す○ �*ｨｧx-x+ﾔｨ,hﾋ�,�+ﾘ.�+X,JI[x*ｲ�NH-x,H*(.�+�,h*ｩ'x�(.��ｲ�

話 す �(*)y��(*ｹJﾙxｺ2�｢前置き発雷｣詩聖指導 �)��'�W(ｶﾈﾅ韈y;��

_.ひじピンと挙手 �6�986�5H4898/��h*�+X,B�ハンドサインを生かして 

･｢-さんと同じで｣ 啗(+�.X,�,h騙,H*(,J2�

･r～さんに付け足しで｣ 啗(��+8/�,ﾈ,x+�,���,Z2�

･短い返事 佩ｩOh-ﾈ,Y)ｩDｨ,刎(+�.��

｢根拠を明らかにして嗣■｣ �)�yk�.y$��Z2�

･r～という諭､らから～が分 啗)��,ﾈ�ｩlｨ,X,ﾔ｢葦做ｸ馼ﾘ�B�

かります.｣ �>�vX,h,(,�+�,I�(+r��
･大きな声 �)Uｨ�(*兀b� 

学年の発達烏鰐における.見極め

低 学 辛 唳�(+X訷,ﾉ_ｸ/�ﾏﾈ*(,I[r�･話し手の方をみて､最後まで聞 唳�(+X訷,ﾉ_ｸ/�-ﾘ,JHﾜXﾎ8-ﾈ,Y[r�
く｡ �*ﾚ��き､反応をする. 

･大きな声で話す. 唳[x*ｸ訷,ﾉ_ｸ/�ﾏﾈ*(,JI�X*ｸ,��｢�･聞き手の方を向LtT､わけを入れて大き 

で話す○ �,��ｨ,Y�(+r��

婁 年 唳�(+X訷,ﾉ_ｸ/�ﾏﾈ*(,JB�･自分の考えと同じところ異なる 唸齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h,i:�+h,h+�.ｸ腰,�.�,h+��

反応しながら聞く〇 一聞き手の方を向いて最 �,h+�.ｸ/�ﾖﾈ*h,�*ｨ.y[x*ｺIKﾘ呵/��+x.���ろを考えながら聞き､反応をする. 

･聞き手の方を向いて､自分の立 唸ﾚｨｹ(/�麌+X,�*ｨ.y�X*ｸ,��ｨ,Y�"�

後まではっきりと話す○ ��ｨ/�,ﾘ,�*ｸ.�+8+�,I�(+x�ｲ�す○ 

-:1 辛 辛 唳�(+X訷,ﾉ_ｸ/�ﾏﾈ*(,JB�･話し手の立場や意図を考え､よ 唳�(+X訷,ﾉzx�ｨ.(�9�ﾘ/�ﾖﾈ*jH.b�

反応したり､ハンドサイ ンを使ったりしながら聞 く〇 ･自分の立場ギ頑潤がわかる �+8,亢8,8*ｸ,�*ｨ.y�(/�[x*ﾒ��さに気づきながら話を聞くo 

･わけを入れて話したり､聞き手の 唸齷Zｨ,ﾉzx�ｩ:ﾘ7�.ﾘ*�.�.h*H,刎"�

ように話す｡ 僵ﾘ呵,��+h,HｦﾙDh+X+ﾘ.�+X,�*ｨ.y�"�したり､聞き手の反応に応じて確 

す○ 僖h+X+ﾘ.�+X,�*ｨ.y�(+r��
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5.成果と課題

亡成果1
･単元を通して､身に付けさせたい数学的な考え方や知識などを整理し､単位時間でめざ

す児童の姿を明確にすることができたn思考力･表現力を高めていくために､個に応じ

た指導を行うことや対立･比較できる考え方をもとに話し合いを焦点化し､よりよい考

え方を見つけ出すことができた｡さらにそれにつながる考え方を意図的に取り上げると

効果的である〔.また､他教科の指導とも関連させ､話し方･聴き方の学業指導にも力を

入れ､児童自身が仲間とのコミュニケーションの取り方を身につけていくことも大切で

ある八

･児童にとって､身近な場面を教材として取り上げることは､興味･関心を喚起するだけ

でなく､学習したことを実際の場面で活用しようとする姿につながることが期待できるo

小学校では､中学校での学習に比べ直接生活に活用できる内容が多いので､今後も教材

選定を工夫し､児童が主体的に授業に取り組む態度を育てたい｡

･算数学習の足跡を掲示することで､思考過程を振り返ることや的確な表現力を身につけ

ることが期待できるo　また､授業において､児童が前時の学習とつなげたり､比較した

りして思考する足場として利用できるQ

亡探題1
･全体交流前のペアや班での意見交流を位置づけていくことで､根拠を明確にして､順序

よく説明したり､自分の考えと比較検討できる場が増えたりする効果があるので､今後

の授業の中で意図的に実践Lfsいo

･自己評価の能力がより高まるように､キーー

ワード等を設け､学習の振り返りを書く時

間を積み上げていくことにも取り組み､自

分の考えの変化や深まりを言葉でも表現

できる力を高めていきたいo
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算数科学習指導案

1.単元名｢場合の数｣

2.教材について

昨年度まで中学校勤務だった私は｢確率｣の単

元において､ここでの学習指導を行ってきた｡中

学生にとっても具体的なことがらについて､樹形

図を用いて起こり得る場合の総数を求めることに

抵抗感をもつ生徒が多かった｡また､組み合わせ

については発展学習で扱うことがほとんどで順列

との違いに戸惑う生徒が多かったと感じている｡

今回､小学校第6学年で起こり得る場合の数を学

習することになり､中学校-の橋渡しとして､大

きな役割を果たすものと捉えて指導にあたりたいo

児童は第4学年で資料を落ちや重なりがないよ

うに分類して表にまとめることや､表から分かる

ことを読みとる学習をしている｡本単元では､さ

らに起こり得るすべての場合を適切な観点を決め

て､分類･整理し､順序よく書き表す力や図･表

などを用いて処理する力を身につけることや､そ

のよさを実感できるようにすることを目標として

いる｡また､これらの活動を通して､論理的な考

え､記号化の考え､多面的な考えなどの数学的な

考え方も身につけていく｡

指導にあたって､全部で何通りの場合があるか

を求めさせることよりも､結果に至るまでの思考

の過程を大切にしていきたい｡また身近な場面(倭

学旅行)を素材として取り上げることで有用感を

もたせることや､試行錯誤の末に､樹形図や表の

よ､さを味わうことができるように考えたり話し合

づたりする時間を十分確保していきたい｡

3.児童の実態(男子16名　女子11名)

前時までに､順列を学んでいる.記号化や図･

表で調べることのよさを感じ場合の数を学ぶこと

に意欲をもっている児童が多い｡一方で､場面把

日時:平成22年6月28日(月) 

場所:ふれあい教室(中舎1階) 

学級:6年2組授業者:白井知成 

握が十分でない児童や図や表をうまく使えない児

童もいる｡本時においては､場面把握して樹形図

に表すことを個別支援することや､考えたり話し

合ったりする時間を十分確保し､同じ組み合わせ

を削除することに気づいたり､学びあったりする

学習活動を展開したい｡また､樹形図以外の方法

からも調べられることを学ばせたい｡

4.単元指導計画(全4時間)

第1時　いくつかのものを落ちや重なりなく並

べる順列の調べ方を理解する｡

第2時　起こり得る場合が2つのものをいくつ

か並べる順列の調べ方を理解する｡

第3時　組み合わせの場合についての調べ方を

理解する｡ (本時)

第4時　まとめと練習

5,研究との関わり

<重点①に関わって>

本単元では､全部で何通りの場合があるかを求

めさせることよりも､そこに至るまでの過程を大

切にした指導を行う｡考える時間を十分確保し､

図や表を使って考え方をかいたり説明したりする

力を身につけさせたい｡

<重点②に関わって>

本時では､自己解決できない児童を前に集め､

カードを用いた操作活動を行い思考の援助を行うo

自己解決できた児童にも､同じ試合を削除した理

由を考えさせたり､記述させたりする助言を行う｡

全体交流では､樹形図を使って考えた方法を中心

にして､他のチームと1回ずつ試合をする条件か

ら､組み合わせを考える場合は､同じ試合を削除

しなければならないことを明確にしていきたい｡
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6.本時の目棲

組み合わせ方の意味を理解し､図や表を用いて落ちや重なりなく組み合わせ方を調べることができる｡

7.本時の展開および指導･援助
･:.L..㌔..-.;::.::::S:::: 冽浦�<Xﾚｨﾇ8ﾔｸ蔗粨����｣ｨ��*B罎罟��_ﾈﾄ9J�ﾅ�u佗8曲ｩ�� ��

潔 弍做ｸ馼ﾘ�,ﾈｦﾙ_�/��既習の確羅 勍既習の確静を行うこと 

し､樹形図を想起さ 唳¥�-y_ｸ,ﾈ+x-x,H,ﾈ�ｨﾘx,ﾉ�H/�ｸ�-�.�,�,ﾚI�ﾘ.)Uﾈ/�諄,�,Ix�+�.(�,�.�*｢��,ZI�ﾘ.)Uﾈ/�w�*(,I+(-r�

せるq 問題を埠示し場面を 把握させるq 前時と比べ課題を明 らかにするo 試合の組み合わせを 図や表を使って調べ �,�*(.h*H,�+(-x.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｲ��.�+�,h,ZIx�+�.(�,�.��,�*ﾙ+(-x.x.ｨ+ﾘ+�,h/��｢�

A,B,C,Dの4チームで野球の試合をすることになりましたQ ��

どのチームもほかのチームと1回ずつ試合をすることにしますo 刹Nさせる〇 ･自力で解決できない生 徒を前に集め､カードを 用いた操作活動を行い､ 樹形図をイメージさせ るQ ･なぜ削除する試合がで てきたのかを明らかにす るように助言するo 

題 を 剔S部で何試合になるでしょう○ 

･図や表を使って組み合わせ方を考えることができそうだ○ 

つ か む 堤 追 勍AチームはAチームと試合はできない勺 

l4チームでの艶合の組み合わせ方を調べようol 

⑦樹形図を使って調べるo 

A4,BくcA,CくB,ADくAcB 

究 す る 場 学 �+8+�.��ｲ��ﾆ��ﾘ/�NHｧ(+X,I:��+h韋ﾘx/�ﾞﾘ�+X,I+"�全部で12試合 

①樹形図で同じ試合を削除して調べるQ 

AeB,oO.B<C,Xo,-C〈AB,XiD<B:X: 記号や図などを埠切に 用いて場合の数を調べ 

全部で○のついた6試合 凾驍ｱとができる○ 【考え方ト 

･⑦はrA対BjとrB対AJで同じ試合の組み合わせがあるb 

･他の調べ方については､ 児童が気付かなければこ 

べることを確罷す 唸-�*�,ﾈ6��ｸ8�,c���+�,(,h*�.�*�.xth,ﾓ(��,�,�,�,H+X-ﾈ*E��

び を 実 �.停��ﾈ,ﾉ+(-y_ｸ,�,(*(,B�.�ｦﾙxX+ZI:�+h韋ﾘr�,ﾉ�x-ﾘﾘx.ﾘ+�/�ﾞﾘ��+X,H*(.�+�,h/�ﾊ�:��ﾂⅸ-ﾈ,h-�.��ｲ��ｸ�ｭH･�,偃h.��x-ﾒ�･成)は同じ組み合わせを避けるために消してあるb 

(参対戦表にして調べる㊧対角線を引いて調べる 

感 す る 場 凵怐｡ー■ー ABCDFAD 凾ｿらから提示するQ 

喜AOOO …BOOz 勍⑳㊧において､どこに 同じ組み合わせ方が.ある のかを丁寧に確認するQ ･並べ方とのちがいにつ 

毒COミB-一一一Ji 

;D 一一l-.l.ー■ 

･樹形図以外の調べ方もあるんだD 

･半分を消したり､重なる藻を省いたりして同じ細.み合わせが消してある 凾｢ても比較する〇 ･声つから2つを選ぶ組 み合わせ方であることを 押さえる○ 

試合の組み合わせを求めるときは､同じ組み合わせを消して調べる○ 

(順番は関係ない○) 

練習問題教科書p8Ql 

定着を図るo 店顥}�,ﾈ4�485�4�8ｨ�ｸ8�,ﾉ(h*�.s(顥}���/�,YH8*(-ﾈ+x�ｲ�唳�ｸ�n)��,偃h.��x-ﾈ+停�

何通りの組み合わせ方があるでしょうB 剴ｯじ組み合わせをうまく 

図や表に表して調べようo 剄尞怩ﾅきない児童には板 書をもとに支援するo 
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